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当
院
に
お
い
て
は
、
少
年
の
健
全
育
成
を
期
し
て
生
活

指
導
を
は
じ
め
と
す
る
矯
正
教
育
と
社
会
復
帰
に
向
け
た

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
「
東
北
少
年
院
と
い
え
ば
職

業
訓
練
が
特
色
」
（
新
少
年
院
法
施
行
後
は
「
専
門
的
職

業
指
導
施
設
」
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
）
と
の
イ
メ
ー

ジ
が
定
着
し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
自
動
車
整
備
、

電
気
工
事
、
給
排
水
設
備
（
配
管
）
、
溶
接
、
土
木
建
築

等
の
各
種
技
能
を
集
中
的
に
学
ぶ
施
設
は
当
院
だ
け
で
す

の
で
、
そ
れ
が
「
職
訓
の
東
北
」
と
呼
ば
れ
る
ゆ
え
ん
な

の
で
し
ょ
う
。
着
任
後
間
も
な
く
、
仮
退
院
を
目
前
に
控

え
た
在
院
者
と
面
接
を
す
る
機
会
が
あ
り
、
「
職
業
訓
練

の
話
題
に
な
る
の
か
な
」
な
ど
と
予
想
し
て
い
た
の
で
す

が
、
面
接
で
最
初
に
語
ら
れ
た
の
は
、
個
別
担
任
を
受
け

持
つ
教
官
が
日
夜
寄
り
添
い
、
相
談
に
乗
っ
て
く
れ
た
こ

務
に
対
す
る
姿
勢
も
お
の
ず
と
良
好
な
も
の
に
な
る
傾
向

が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
「
職
訓
の
東
北
」
は
当
院
の

一
面
を
よ
く
言
い
得
て
い
ま
す
が
、
別
の
一
面
で
は
細
や

か
な
生
活
指
導
を
基
礎
に
各
種
矯
正
教
育
活
動
が
根
付
き
、

今
日
ま
で
着
実
に
発
展
し
て
き
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

現
在
も
積
極
的
な
人
材
育
成
を
行
い
な
が
ら
更
な
る
矯
正

教
育
の
充
実
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
関
係
機
関
の

皆
様
に
も
、
職
業
訓
練
に
と
ど
ま
ら
な
い
当
院
の
特
色
に

つ
い
て
御
理
解
賜
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
御
視
察
に
い
ら
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
を
読
ま
れ
た
方
は
、
た
ま
た
ま
当
院
の
教
官
が
優

秀
で
親
し
み
や
す
い
人
物
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
施
設
に
と
っ
て
矯
正
教
育
に
携

わ
る
有
能
な
人
材
の
育
成
は
一
朝
一
夕
に
は
実
現
し
な
い

大
き
な
課
題
で
、
た
ゆ
ま
ず
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
職
員
に
対
す
る
執
務
能
力
向
上
の

た
め
の
研
修
は
毎
日
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
し
、
外

部
機
関
や
矯
正
研
修
所
で
実
施
さ
れ
る
研
修
に
職
員
を
派

遣
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
先
輩
職
員
か
ら
後
輩

職
員
に
対
す
る
実
地
の
指
導
（
伝
承
）
な
ど
も
日
常
的
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
当
院
の
人
材
育
成
策
の
う
ち
、

キ
ャ
リ
ア
ラ
ダ
ー
の
手
法
を
取
り
入
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

特
徴
的
で
す
。
こ
れ
は
特
定
生
活
指
導
の
担
当
者
を
育
成

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
、
当
院
の
法

務
教
官
が
開
発
し
、
昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
（
詳

細
は
図
の
と
お
り
。
）
。

東北少年院長

馬場 尚文

「職訓の東北」のいま 巻
頭
言

と
に
対
す
る
感
謝
の
念
や
、
特
定
生
活
指
導
に
お
い
て
、

非
行
行
動
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
危
機
場
面
回
避
の
具
体
的
手

法
な
ど
に
つ
い
て
科
学
的
知
見
に
基
づ
く
指
導
を
受
け
、

ま
さ
に
目
か
ら
鱗
が
落
ち
る
よ
う
な
衝
撃
を
受
け
た
な
ど

と
い
っ
た
感
想
で
し
た
。

当
初
の
安
易
な
予
想
は
裏
切
ら
れ
、
そ
れ
以
降
も
何
人

か
と
面
接
し
ま
し
た
が
、
お
お
む
ね
こ
の
傾
向
に
変
わ
り

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
人
材
育
成
の
取
組
も
、
貴
重
な
時
間
を
無

駄
に
せ
ず
、
か
つ
指
導
の
質
を
高
め
る
た
め
に
必
要
的
で

す
。
経
験
則
上
、
こ
う
し
た
取
組
が
活
発
な
施
設
は
職
員

が
職
務
能
力
を
向
上
さ
せ
よ
う
と
す
る
意
欲
が
高
く
、
職



東北少年院と職業指導
東
北
少
年
院

東北少年院は、昭和１７年に「仙台市片平丁」に「仙台少年院」として開設され、昭和２

３年に現在の「東北少年院」に改称しました。

東北少年院は職業指導を特色として知られる施設ですが、このような特色は、昭和３９年に

職業訓練重点施設に指定されて以降、その伝統は今に引き継がれています。

現在では、全国で５施設ある長期間の専門的職業指導を行う専門的職業指導施設に指定され

ていますが、他の専門的職業指導施設の実習科目が各施設につき１種目から２種目であるのに

対し、当院は５種目の専門的職業指導を行っていることからも、全国の少年院の中でも極めて

専門性の高い職業指導を実施している施設であると言えます。

東北少年院の処遇

少年院は、５つの種類に分類され、当院は第１

種、第５種少年院に指定されています。第１種少

年院はさらに矯正教育課程で細分されますが、当

院は社会適応課程Ⅰ（社会生活に適応するための

能力の向上を図る。）に指定されています。

そのことからも、東北少年院は、職業指導を通

じ、自立した社会生活を送るための職業の知識や

資格を取得しつつ、社会生活に適応するための

個々の問題性の改善や健全な育成を行う処遇を展

開し、円滑な社会復帰を図ることを目的とした施

設と言えます。

東北少年院で取得できる資格

東北少年院の職業指導種目は、総合建設科、自

動車整備科、ＩＣＴ技術科、製品企画科の４科が

ありますが、その内、総合建設科は、土木・建設

コースと建物設備コースの２コースがあり、さら

に建物設備コースには、電気工事、給排水設備、

溶接の３種目があります。

東北少年院で取得できる資格のうち、液化石油

ガス設備士と第二種電気工事士は経済産業省から

養成施設の指定を受けています。また３級自動車

ガソリン整備士は国土交通省の養成施設として指

定を受けています。その他にも、東北少年院では、

国家資格をはじめとして４０種類以上の検定や講

習を実施しています。

職業指導種目 資格取得試験等 合格者数

自動車整備科 ３級自動車ガソリンエンジン ５名

総合建設科（建物設備コース（溶接）） 各種溶接技術検定（※） ３９名

総合建設科（建物設備コース（給排水設備）） 液化石油ガス設備士 ４名

総合建設科（建物設備コース（電気工事））
第一種電気工事士 １名

第二種電気工事士 ２名

総合建設科（土木・建築コース） ３級建築大工技能士 ３名

（※）溶接技能検定は、溶接素材ごとに１３種類の検定を実施。合格者は延べ人数。

令和５年度の主な資格取得の実績



一緒に学ぼう

－少年院での教科指導－
青
葉
女
子
学
園

青葉女子学園では、復学、進学、高等学校卒業程度認定試験受験など、

教科指導担当職員チームを中心に、在院者のニーズに合わせて学習の指

導や援助をしています。在院者の多くは、これまで学校に通ったという

経験が少なく、はじめは授業を受けるだけで精一杯ですが、担当職員が

一人ひとりの学力や進度に合わせた丁寧な授業を行いながらサポートし

ています。また、休日や夜間など寮で過ごす時間に寮の職員から学習の

援助が受けられるのも当園の強みです。

～学校との連携～

教科指導を実施するに当たっては、在院

者が在籍する中学校や高校の御協力は欠か

せません。定期試験の送付や、学習のアド

バイス、復学・進学についての調整や社会

復帰後の生活について指導をしていただい

ているほか、卒業式など当園の行事にも出

席いただいています。

また、当園では、在院中に通信制高校に

入学し、矯正教育と並行して高校の学習を

進められるような環境づくりにも積極的に

取り組んでいます。

～教科指導を受けた

在院者の変化～

当園の授業では、「分からない」ことを

明確にすることを大切にしています。「分

かったつもり」が返って理解を妨げている

場合もありますので、授業の中では対話を

多くし、一方通行の授業にならないよう心

掛けています。問いと答えを繰り返す中で、

知識が整理されていくとともに、自分とは

異なる意見や考え方にも耳を傾け、尊重す

る態度が育っていきます。

～教科指導の目指すもの～

「分かった」という達成感は日頃の生活

ではなかなか味わえないものですが、分か

るまでのプロセスを一つ一つ感じながら学

習すると、「勉強は大変だけど、教えても

らえるし、応援してもらえるから最後まで

頑張れる。」と粘り強く問題に取り組める

ようになります。

学習を通して、知識の付与とともに、

「やればできる」という自信と自己肯定感

を育むことが教科指導の最終目標でもあり

ます。

「リーフ」
（青葉女子学園キャラクター）



未
来
語
り
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ

非
行
や
犯
罪
に
関
す
る
相
談
に
お
い
て
は
、
当
の
本
人

は
自
分
の
将
来
に
つ
い
て
全
く
心
配
し
て
い
な
い
の
に
、

周
囲
の
支
援
者
が
不
安
や
懸
念
を
抱
い
て
い
る
事
例
が
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
本
人

と
支
援
者
、
当
所
職
員
（
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
）
が
一
堂

に
会
し
て
対
話
し
ま
す
。

ま
ず
は
本
人
と
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
が
、
「
う
ま
く

い
っ
て
い
る
未
来
」
を
想
起
し
て
対
話
し
ま
す
。
「
も
し

…

」
と
仮
説
的
な
質
問
を
投
げ
掛
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

思
い
も
よ
ら
な
い
化
学
反
応
が
生
じ
て
、
自
由
な
対
話
が

広
が
っ
て
い
き
ま
す
。
支
援
者
は
そ
の
語
り
に
じ
っ
く
り

と
耳
を
傾
け
ま
す
。

次
に
、
支
援
者
と
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
が
、
「
う
ま
く

い
っ
て
い
る
未
来
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
」
を
想
起
し
て
対
話

し
ま
す
。
支
援
者
は
、
そ
れ
ま
で
深
く
聞
い
た
こ
と
の
な

か
っ
た
よ
う
な
本
人
の
語
り
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
を
通
し

て
、
「
自
分
の
問
題
点
を
自
覚
し
て
い
な
い
」
等
と
問
題

視
す
る
姿
勢
が
和
ら
ぎ
、
む
し
ろ
心
配
な
気
持
ち
を
率
直

に
表
明
し
て
、
未
来
に
向
け
て
ど
の
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
が

必
要
か
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
等
対
話
が
続
い
て

い
き
ま
す
。

最
後
に
、
全
員
で
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
振
り
返
っ
て
対
話
し

ま
す
。
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
生
き
て
い
く
か
に
つ
い
て
、

ま
た
新
た
な
視
点
で
の
対
話
が
重
な
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
が
、
オ
ー
プ
ン
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
の
一
技
法
で
あ
る

「
未
来
語
り
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
」
の
基
本
的
な
構
造
で
す
。

地
域
援
助
に
お
い
て
は
、
非
行
や
犯
罪
に
関
す
る

知
見
を
活
用
し
て
、
ど
う
し
て
問
題
行
動
を
起
こ
す

の
か
を
分
析
し
た
り
、
ど
の
よ
う
に
働
き
掛
け
れ
ば

よ
い
か
を
提
案
し
た
り
し
ま
す
。
し
か
し
、
対
話
が

契
機
と
な
っ
て
、
前
向
き
な
変
化
が
生
じ
る
事
例
を

目
の
当
た
り
に
す
る
と
、
い
わ
ゆ
る
「
専
門
家
」
が

そ
の
専
門
知
識
を
基
に
し
て
支
援
す
る
の
と
同
じ
く

ら
い
、
人
と
人
が
対
等
の
関
係
性
の
中
で
対
話
す
る

こ
と
に
は
可
能
性
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

「
そ
の
人
の
い
な
い
と
こ
ろ
で
、
そ
の
人
の
話
を
し

な
い
」
と
い
う
オ
ー
プ
ン
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
の
理
念
は
、

地
域
援
助
の
場
面
で
も
同
じ
よ
う
に
意
義
深
い
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
も
対
話
実
践
を
重
ね
て
、
非
行
や
犯
罪

の
防
止
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

青
森
少
年
鑑
別
所

オ
ー
プ
ン
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ

の
可
能
性

精神医療における「オープンダイアローグ」の取組は、様々な

領域で実践され、効果を上げています。青森少年鑑別所の地域援

助におけるオープンダイアローグの活用例について紹介します。

対
話
の
意
義



秋田少年鑑別所の

地域援助

地
域
社
会
に
対
し
、
矯
正
職
員
と
し
て
の
専
門
性
を
ど
の
よ
う
に
還
元
し

て
い
く
か
が
少
年
鑑
別
所
の
大
き
な
責
務
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
秋
田

少
年
鑑
別
所
で
は
、
「
秋
田
法
務
少
年
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
名
称
で
、

地
域
社
会
に
お
け
る
非
行
及
び
犯
罪
の
防
止
に
関
す
る
援
助
に
力
を
入
れ
て

お
り
、
法
務
技
官
（
心
理
）
と
法
務
教
官
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を
発
揮
し

な
が
ら
積
極
的
に
関
わ
る
こ
と
で
、
効
果
的
な
地
域
援
助
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

司
法
、
教
育
、
保
健
福
祉
、
更
生
保
護
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
等
の
関
係
機
関
・
団
体
や
個
人
か
ら
の
依
頼
に

対
し
、
法
務
教
官
が
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
へ
の
地
域
援
助
で
は
、
職
業
適

性
検
査
の
実
施
や
結
果
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に
つ
い

て
は
法
務
技
官
（
心
理
）
指
導
の
下
、
法
務
教
官
が

担
当
し
て
お
り
、
そ
の
他
の
相
談
に
つ
い
て
も
、
問

題
の
分
析
を
主
に
行
う
法
務
技
官
（
心
理
）
と
、
教

育
的
な
働
き
掛
け
や
助
言
を
主
に
行
う
法
務
教
官
と

が
チ
ー
ム
を
組
ん
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
よ
り
よ
い
地
域
援
助
に
つ
な
げ
る
た
め
、

相
談
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
検
討
し
た
り
、
教
材
の
内
容

に
つ
い
て
打
合
せ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

秋
田
少
年
鑑
別
所
の
広
報
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
に
、
秋
田
犬
（
あ
き
た
い
ぬ
）
を
模

し
た
「
ハ
ッ
チ
ー
」
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

少
年
鑑
別
所
に
対
し
て
は
、
固
い
イ
メ
ー

ジ
を
持
た
れ
る
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

薬
物
乱
用
防
止
教
室
で
小
・
中
学
校
に

訪
問
し
た
際
、
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
児

童
・
生
徒
さ
ん
に
少
年
鑑
別
所
の
イ
メ
ー

ジ
を
尋
ね
て
み
ま
す
と
、
素
直
な
反
応
で

「
こ
わ
い
所
」
等
と
答
え
て
く
れ
ま
す
。

し
か
し
、
「
ハ
ッ
チ―

 

」
を
パ
ワ
ー
ポ

イ
ン
ト
教
材
に
沿
え
る
だ
け
で
印
象
が
変

わ
る
よ
う
で
あ
り
、
興
味
関
心
を
持
っ
て

教
材
に
目
を
向
け
、
職
員
の
話
に
耳
を
傾

け
て
く
れ
ま
す
。
職
場
の
あ
ち
こ
ち
に
も

「
ハ
ッ
チ―

」
が
い
て
職
場
の
雰
囲
気
を

明
る
く
し
て
く
れ
て
お
り
、
施
設
運
営
に

も
活
躍
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

秋
田
少
年
鑑
別
所

法務技官（心理）と法務教官の協働

広
報
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
活
用



利用者のニーズを踏まえた

法教育「薬物乱用防止教室」について

機
関
等
か
ら
の
依
頼
に
基
づ
く
地
域
援
助
の
う
ち
、
教
育
機

関
で
実
施
し
て
い
る
薬
物
乱
用
防
止
教
室
は
、
法
教
育
の
中
で

も
ニ
ー
ズ
が
高
く
、
継
続
的
に
依
頼
を
受
け
て
い
ま
す
。

近
年
、
学
習
指
導
要
領
が
改
訂
さ
れ
、
意
思
決
定
や
行
動
選

択
に
有
効
と
さ
れ
る
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
教
育
が
教
育
現
場
に
取
り

入
れ
ら
れ
、
薬
物
乱
用
防
止
教
室
の
進
め
方
も
見
直
す
必
要
が

あ
る
と
考
え
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
当
所
で
は
、
昨
年
、
実
際
に
受
講
し
た
生
徒
の
意

見
を
踏
ま
え
つ
つ
、
よ
り
効
果
的
な
薬
物
乱
用
防
止
教
室
の
在

り
方
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。

調
査
結
果
を
受
け
、
学
校
教
育
で
す
で
に
学
ん
で
い
る
と
思

わ
れ
る
知
識
付
与
の
ス
ラ
イ
ド
を
減
ら
し
つ
つ
、
①
薬
物
に
手

を
出
さ
な
い
た
め
の
ス
キ
ル
習
得
に
関
す
る
ス
ラ
イ
ド
の
増
加
、

②
反
社
会
的
組
織
等
が
違
法
薬
物
を
資
金
源
と
し
て
い
る
事
実

に
触
れ
、
違
法
薬
物
の
所
持
・
使
用
は
犯
罪
組
織
へ
の
加
担
に

な
る
こ
と
を
示
し
た
ス
ラ
イ
ド
の
追
加
、
③
薬
物
依
存
症
者
に

対
し
て
、
矯
正
施
設
で
行
わ
れ
て
い
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
自
助
グ

ル
ー
プ
で
行
わ
れ
て
い
る
支
援
に
つ
い
て
説
明
す
る
ス
ラ
イ
ド

の
追
加
を
意
識
し
て
、
教
材
を
準
備
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
酒
や
た
ば
こ
と
い
っ
た
身
近
な
例
を
挙
げ
、
勧
め
ら
れ

た
際
の
断
り
方
に
つ
い
て
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
し
て
考
え

て
も
ら
う
時
間
も
盛
り
込
み
ま
し
た
。

薬
物
乱
用
防
止
教
室
は
、
我
が
国
の
薬
物
対
策

の
一
つ
と
し
て
教
育
機
関
が
実
施
す
る
啓
発
活
動

で
す
が
、
法
務
少
年
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
、

教
育
活
動
の
位
置
付
け
を
理
解
し
た
上
で
、
先
方

の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
つ
つ
、
そ
の
専
門
性
を
発
揮

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
精
神
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
や
警
察
等
の
ほ
か
、
法
務
少
年
支
援
セ
ン

タ
ー
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
る
教
育
機
関
の
期
待
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
、
適
切
な
教
材
を
準
備
し
つ
つ
、

当
セ
ン
タ
ー
な
ら
で
は
の
法
教
育
を
展
開
で
き
る

よ
う
、
今
後
も
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

福
島
少
年
鑑
別
所

教育現場からの声

県内在学の中学生と高校生計７３１名の生徒に

対し、当所で用いたパワーポイント教材について

アンケート調査を実施したところ、“印象に残っ

た内容”として、「知識の付与」の割合が高かっ

た反面、薬物に手を出さないための「スキル習

得」に関する割合が低かったことが分かりました。

また、“より知りたかった内容”として、薬物

が流通する理由、依存症者の治療や支援方法、薬

物を勧められた際の断り方などが挙げられました。



少年院の行事
（令和６年７月～１２月）

表紙には、盛岡少年院の版画作品を掲載し

ています。毎年同院では、職業指導の一環と
して、版画カレンダーを作成しています。２
０２４年のカレンダーは、「岩手の滝」。本
号には、岩手県八幡平市にある「不動の滝」
を題材にした版画作品を掲載しました。

盛岡少年院

７月 プール開き

８月 盆法要、納涼祭、水泳記録会

９月 彼岸法要

１０月 賢治祭（文化祭）

１１月 収穫感謝祭

１２月 クリスマス会

東北少年院

７月 登山（短期処遇）、夏祭り

仕事フォーラムⅠ

８月 七夕飾り、水泳記録会

９月 おはぎ会、彼岸会法要

１０月 運動会

１１月 仕事フォーラムⅡ

１２月 クリスマス会

青葉女子学園

７月 おはぎ特別訪問、神社奉仕作業

８月 七夕祭り、盆踊り、盆法要

読書感想文発表会

９月 観月会

１１月 学園祭、神社奉仕作業

１２月 クリスマス会

仙台矯正管区 📷

仙台矯正管区フロントページ
https://www.moj.go.jp/kyousei1/kyousei08_00002

過去の記事は下記ホームページに掲載中！
今すぐ検索！ＱＲコードはこちらから！→
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